
議会のあり方調査特別委員会・広聴検討分科会記録 

開 会 年 月 日 平成29年７月10日 

開 会 時 刻 午前10時45分 

閉 会 時 刻 午前11時07分 

 

 

出 席 委 員 名 

◎宿 典泰  ○野崎 隆太  上村 和生  野口 佳子  

黒木騎代春  西山 則夫  工村 一三  世古口新吾  

  

 

 浜口 和久 議長  

欠 席 委 員 名 中山 裕司 

署 名 者 ― 

担 当 書 記 山口 徹 

 

 

 

 

 

審 査 案 件 

１ 皇學館大学との意見交換会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説 明 者 

議会事務局調査係長山口、調査係野村主事 

 

 

 

 伊 勢 市 議 会  
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会議の概要  

 宿分科会長が開会を宣言し、直ちに会議に入り「皇學館大学との意見交換会について」

を議題とし、協議した内容は、次のとおりでした。  

  

 

協議の内容  

  

１ 皇學館大学との意見交換会について 

 

  ・７月５日に正副分科会長及び事務局担当職員で皇學館大学へ出向き、６月５日に

初めて開催した学生との意見交換会に関し、学生側（CLL 活動）の中心メンバーに聞

き取りを行った内容について、下記のとおり宿会長及び事務局から報告があった。 

 

 【別紙資料１参照】 

   みんな（大学生）がイメージする市議会の感想や、議員の印象。 

  【別紙資料２参照】 

   学生側でどうしたら議会や行政に興味を持ってもらえるか、また意見が出やすい 

方法を考え、学生に対して議員にプレゼンをしてもらうイベントの企画提案。 

 

・宿会長から、上記内容を考慮した上で、学生側の企画提案において２回目の意見

交換会を実施する案を照会したところ、全委員の賛同が得られ、開催日については、

学生の夏休みと議会日程を加味し、８月 21 日の午後を開催予定日として学生側との

協議調整を進めることで決定した。 

 また、次回の意見交換会は、本分科会委員だけでなく伊勢市議会全議員へ参加案

内を行い、プレゼン参加等も含めた調整を図ることで了承された。 

なお、プレゼンテーマについて、学生側と検討することになるが、今秋に市議会

議員選挙が予定されており、公職選挙法に抵触しないよう考慮する必要があること

から、あくまでも議会の内容等をわかり易く学生に伝えることを主旨とし、個々の

政策を訴える場ではないことを、全議員に周知することで確認された。 

 

・以上のとおり協議を行なった結果、議会（議員）と大学生との距離を縮め、議会の

仕事に興味を持ってもらうために、学生側主導による意見交換イベントの実施へ向け、

全議員へ周知し、参加議員の確認、プレゼンテーマの検討等、開催調整を正副会長に

一任することが了承され、本日の分科会を終了した。 

 

 上記署名する 

 

  平成 29 年７月 10 日 

 

      分  科  会  長  
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【別紙：配布資料１】  

 

第2回 みんなの声を聞くには? 

 

Qみんなのイメージする市議会のイメージは? 

・難しい 

・何をしているか分からない 

・つまらなさそう 

・固そう 

・話が長い 

・横暴な人が多そう遠い人 

・こわい 

・寝ている人が多い 

・興味も持っている人が少なそう  

・若者には難しい内容だと思う 

・伊勢についてよく考えている 

・自分の意見をしっかりといえる 

・真面目そう 

・叩かれつつも家庭のためにがんばっている。 

 

一番多いものでは「難しい」「つまらなさそう」 

「仕事内容カミ分からない…」「若い人が少なそう」 

マイナスなイメージが多かった。 

 

しかし、マイナスなイメージの反面プラスなイメージも少なくはない。 

「伊勢のことについてよく考えている」 

「貫禄がある」「自分の意見をしっかり持っている」 

 

マイナスなイメージを減らし、プラスのイメージを増やしてもらうには… 

実際に若者に見て体験してもらうしかない!! 
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【別紙：配布資料２】 

8月のイベント 企画案 

 

１ 企画目的  意見交流会に来てもらうために議会に興味をもってもらう 

２ 目標    <議会の仕事を知る> <若者の声を聞く> 

３ 行動    皇学館大学で『聞こう!話そう！市議会議員』の開催 

４ 開催日   8月中旬頃 8月21日予定 

５ 場所    皇学館大学 

６ 対象    皇學館大学の学生 

７ 開催する理由 

アンケ‐卜結果から意見交換会に興味がない人が多いということが分かった。それに

は2つ原因があると考える。一つ目が、意見交換会が市民の求める内容でないというこ

と。二つ目が、議員さんの仕事が直接自分たちの生活に関係ないと思っている人が多い

ということ。なので、市民の人がどのような内容を求めているのかを考えるため、また

議会の仕事に興味を持ってもらうために今回は学生を対象の社会実験調査として『聞こ

う！話そう！市議会議員』の開催を企画した。 

８ 具体案 

「議会の内容をより分かりやすく若者に伝える」ということをルールとし、学生の前

で議員の皆様に5分間話してもらいます。テーマは学生が聞きたいと思ったことについ

ていくつか用意します。その中からお選び頂き、今までの活動の中からお話しください

と学生は議員の皆様のプレゼンを聴きどの話が分かりやすかったかを考えます。そして

分かりやすかった理由、分かりにくかった理由を質疑応答します。 

９ 期待効果 

議員 

1.若者(学生)の生の声が聞くことができる 

2.議会に興味を持ってもらう事ができる 

3.意見交換会の模擬体験 

学生 

1.議会の仕事を理解できる ｀ 

2.意見交換会が身近なものになる 

 

10 当日スケジュール (例) 開催時間予定 14時～‐17時 3時間の予定 

13：00 受付 ´ 

14：00 開会の挨拶 議員さん紹介 

14：15 今回の流れの説明(投票方法など) 

14：25 アイスブレーキング  

14：55 質問コーナー 

15：15 テーマ① 

15：45 開禁 振り返り 

16：00 テーマ② 

16：30 開票 振り返り 

16：45 まとめ  閉会のあいさつ  


